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　江南市水道事業では安全な水道水を皆さんに届けるため、

水道施設の耐震化を進めています。

　今年度は、布袋東部第 2 水源ポンプ場の建物および配水圧力タンクを撤去し、

配水池および建物の耐震化、ポンプ設備の更新を行っています。

　工事中はみなさまに大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解・ご協力を

よろしくお願いします。

ポンプ場耐震及び更新工事を開始しました

工事前のポンプ場



江南市水道事業　平成29年度　決算報告

　水道事業は、みなさまからお支払いただく水道料金を主な財源として経営しています。
　今後とも経費削減などの効率的な運営を目指し、安心・安全な水をみなさまにお届けできるよう努力してまい
ります。

（単位：百万円）

（単位：百万円）

経営の状況

　平成29年度は94,875人のみ

なさまに 1 日平均28,652㎥の水

をお届けしました。

　 財 政 状 況 は、 当 期 純 利 益

99,932,701円となり前年度より

54,850,001円減少となりまし

たが、過去に資本的支出の財源

に充てた負担金等の長期前受金

戻入を除いた収支については、

32,948,238円の損失となってい

ます。

　資本的収支につきましては、

企業債及び負担金、分担金を財

源とし、不足する額を内部留保

資金等で補い、施設整備を進め

てまいりました。

　なお、主な事業としては、平

成26年度から平成43年度までの

第 1 次基幹管路更新計画に基づ

き、基幹管路（口径200㎜以上の

配水管及び水源から配水場まで

の導水管）の更新工事を実施し

ました。

　 ま た、 配 水 管 工 事 と し て、

14,730mを布設または布設替し

たほか、基幹管路更新工事測量

設計、上奈良水源ポンプ場及び

布袋東部第2水源ポンプ場更新

に係る耐震設計委託を実施しま

した。

用語解説

収益的収支と資本的収支
　地方公営企業である水道事業

の予算は、関係法令に基づき収

益的収支と資本的収支に区分し、

予算の内容を明確にしています。

　収益的収支は、当該年度の経

常的な営業活動に伴う損益に関

する収入・支出であり、事業活動

の計画としての損益予算です。

　資本的収支は、主として将来

の経営活動に備えて行う施設整

備計画、企業債償還計画のため

の資金予算であり、収益的収支

に属さない収入・支出が計上され

ます。

　資本的収支の不足する財源に

ついては、営業活動で確保された

現金支出を伴わない減価償却費

などの、内部に留保された資金で

補てんすることとなっています。

水をお届けするための経費と財源収益的収支

 水道施設を整備・拡充するための経費と財源資本的収支

《収入》

1,338

《収入》

857

《支出》

1,238

《支出》

857

給水収益

1,157 (87%)

使用者のみなさまから支払っ
ていただく水道料金です

長期前受金及び
目的外使用料など
136 (10%)

長期前受金戻入
や目的外使用料
などです

その他営業収益

45 (3%)

工事を受託したことに
よる収益や市の一般会
計の負担金などです

減価償却費及び
資産減耗費
494 (40%)

水道施設は使用や時間の
経過により、その価値が
減少するので、施設の寿
命の年数に応じて1年ず
つ価値が減少する分を費
用化したものです

その他
45 (4%)

賃貸料や通信
運搬費、受託
工事費、薬品
費などです

支払利息
29(2%)

企業債の利息
です

動力費
48 (4%)

施設を動かす
ための電気料
金などです

人件費
72 (6%)

職員の給料
などです

修繕費
69 (5%)

水道施設な
どを修理す
る費用です

委託料
144 (12%)

業務委託の費用
です

受水費
337 (27%)

県営水道から水を
購入した費用です

内部留保資金など
494 (58%)

経費のうち現金の支出を伴わない
減価償却費や事業活動で生じた利
益を積み立てたお金など内部に留
保してあるお金です

負担金など
143 (16%)

新規にメーターを設置

する場合で、近くに水

道管が布設されていな

いときに、管を延長す

るためにいただいてい

るお金などです

企業債
144 (17%)

水道施設をつくるために国
などから借りたお金です

建設改良費
686 (80%)

老朽化した水道施設を新しく
するための費用です

企業債償還金
109 (13%)

企業債の元金を返済する
ための費用です

事務費
61(7%)

水道施設の新設・
改良のために行う
諸事務の経費です

その他
1 (0%)

メーターなど
の固定資産を
購入するため
の費用です

分担金
76 (9%)

新規にメーターを設置
したり、増設したとき
にいただいているお金
です



「お客さまアンケート」調査結果について

　江南市水道事業では、平成30年11月18日に開催されました江南市消費生活展にてアンケートを実施いたしま

したので、調査結果をご報告いたします。いただきましたご意見は今後の業務に活用させていただきます。なお、

ホームページでは、より詳細な内容をご覧いただくことができます。

(http://www.city.konan.lg.jp/suido/sd_enquete.html）

（1）　水道の水質について （2）　飲む水について（複数回答）　有効回答者数：413人

（3）　水道料金について （4）　今後、水道事業が力を入れていくべきことについて

 （複数回答）　有効回答者数：413人

 ※小数点以下四捨五入のため、0％になる場合があります。

年平均 1 ヵ月間の消費支出に対する水道料金割合（ 1 か月あたり、人口 5 万人以上の年平均）

日本水道協会ホームページより

 日本の水道の現状

出展）ガス、電気料金（年次）：総務省家計調査※平成12年以前は二人以上世帯、平成17年以降は総世帯平均

 水道料金（年度次）：水道統計

0 100 200 300

0 75 150 225 300

やや高い
18.6％

安心
している
71.9％

特に考えて
いない 3.6％

どちらかと
いえば

安心している
21.1％

どちらかといえば
不安 2.4％

分からない 7.7％

無回答 1.0％

非常に安い 1.7％

妥当である
55.7％

やや安い 5.6％ 高い
8.5％

水道水をそのまま飲む

水道水を一度沸騰させて、
冷やしてから飲む

浄水器等を通した
水道水を飲む

市販のミネラル
ウォーターなどを飲む

その他

無回答 13件

6件

82件

91件

78件

225件

安定供給

水質管理

情報公開

災害対策

経費節減

その他

無回答 23件

3件

143件

34件

213件

272件

33件

不安 0％

無回答 2.2％



災害に強い水道システムの実現を目指して

　江南市水道事業で自己水として利用して

いる地下水は、昭和60年に公布された「濃尾

平野地盤沈下防止等対策要綱」によって揚水

量が定められています。また、水源にはそ

れぞれ「適正揚水量」がありこれを超過して

取水を継続した場合、周辺の地盤沈下や水

源の能力が低下する可能性があります。

　平成25年に公表いたしました「江南市水

道ビジョン」では、自己水を有効に活用する

ため、予備水源と位置づけておりました

布袋東部第 2 水源および上奈良水源を、常

時取水を行う常用水源に加えております。

　また、新たに後飛保第 6 号取水井を加え

た予備水源につきましては、常時取水は行

いませんが、災害時等の応急給水・消火用水・

生活用水として利用できるように定期的な

水質試験や水源施設の点検を継続してまい

ります。

　下般若配水場と後飛保配水場の 2 ヶ所につきまし

ては、配水池および管理棟の耐震化がすでに完了し

ており、平成30年度に布袋東部第 2 水源ポンプ場、

平成31年度に上奈良水源ポンプ場について耐震化を

伴う更新工事を施工し、常用水源施設の耐震化をす

べて完了する予定となっております。

　水源施設を耐震化することにより、災害が発生し

管路が破損した場合であっても、配水池に貯水され

た水道水を利用した応急給水を実施することが可能

となります。基幹管路の更新とあわせて、災害に強

い水道事業を目指してまいります。

変更後

南野第2水源

草井南部水源

小鹿第3水源

草井第2水源

神明水源

草井第1水源

後飛保第6号井

両高屋水源

予備水源

上奈良水源

後飛保配水場
（取水井7本）

布袋東部第2水源

常用水源

下般若配水場
（県水・取水井2本）

変更前

後飛保配水場
（取水井8本）

常用水源

下般若配水場
（県水・取水井2本）

南野第2水源

草井南部水源

小鹿第3水源

草井第2水源

神明水源

上奈良水源

草井第1水源

両高屋水源

布袋東部第2水源

予備水源

南野第1水源
（H29廃止）

耐震のため配水池内にコンクリート壁を
作っている様子（布袋東部第 2 水源）


